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新しい時代 令和へ 

７日の全校集会では、令和の幕開けということで一般参賀参加体験から話し始めました。

子どもたちには、西郷小「３つの誓い」には令和の意味である「美しい調和」が入っており、

西郷小は令和の意味をすでに実行していることを話しました。具体的な場面として６年生が

頑張っている様子をプレゼンで紹介しました。 

令和初の卒業生となる今年度の６年生。学校を引っ張る存在として活躍しています！ 

 

 

５月はいじめ防止月間です。 

 先月の家庭訪問では大変お世話になりました。保護者の方と個別に話せたことでより理解が深ま

ったととらえております。家庭訪問だけでなく、いつでも見学やご相談をお受けいたします。お気

軽においでください。 

さて、新学期が始まり、一度できた人間関係が変化し始めるのがこの連休以降です。本校は人数

が少ないため、新たに人間関係を構築するということはあまりありませんが、学年が上がり緊張感

が緩み始めるこの時期は、言葉遣いが雑になったり、やらなければならないことをしなかったりと、

生活習慣の変化が散見される時期でもあります。 

いじめに限らず、お子様の様子が違う、気になるという場合がありましたら、担任にちょっと知

らせておくことでその後の対応がしやすくなるということは多いものです。学校と家庭の双方で見

ていくことで、子どもたちが安心して生活できると思います。 

 

 

 交通安全教室を校外で実施しました！ 

平成最後の行事である交通教室を、２５日に警察の方、市役所防災安全課の方々、交通指導

員の方々、そして保護者の皆様のご協力をいただき、開催しました。本校区には、国道、踏切、

交差点と危険な箇所が多数あります。実地での学びができる貴重な機会ととらえています。 

  最初に警察署の北原警部補様からお話をいただきました。その中で、県内の小・中学生の事

故数が年間 200 人以上に及び、毎日どこかで事故が起きているという事実を初めて知りました。

西郷校区内は交通量が多く、踏切もあることから重大事故がいつ起きてもおかしくない地域で

す。子どもたちには危険度をしっかり認識してほしいと思います。 

 子どもたちの様子を見るためにコースをくるりと歩いてみました。歩行訓練をしている子ど

もたちは、右側通行、横断歩道や踏切の渡り方などを教師と確認しながら歩いていました。そ

の一方、自転車の場合は、どうしても数台ずつでの移動になり、動きも速く指導がなかなか難

しいという実態も目にしました。折角の貴重な時間ですので、安全でより効果的な方法を検討

したいと思います。 

  今年は例年になく涼しい天候で、指導員の方々も「今年は良かったばい」と言いながら立っ

てくださいました。学級委員の方を始め、たくさんの方のお力を借りながらできたことをこの

場を借りてお礼申し上げます。 

 

 

   

 

   


